
 

調査報告書作成に向けた骨子案のイメージと委員間討議について 

 

調査報告書の考え方 骨子案の流れ（たたき台） 論点（座長たたき台） 委員間討議 

 

現状把握 
↓ 

現状分析 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 

現状に対する評価 
↓ 

将来展望 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
考察 

 

【はじめに】 

１ 調査会について 

 ・設置の経緯、概要、目的など 

  

【現状の把握・分析】 

２ 議員定数の検討について 

(1) 市の特殊性  

 ・地域性、沿革、行財政改革、区割りなど 
  ※市の概要や数値データを基に他自治体との違いを明確にする。 

Ⅰ(1)類似団体との比較  

 

(2) 市議会の変遷・議員の活動状況等   

 ・浜松市議会の特徴、類似都市との比較、議会の取組実績、議員の活動状況など 
  ※数値データや議員ヒアリング、議員アンケート調査結果を基に分析し、評価する。 

 

Ⅰ(1)類似団体との比較 

 (2)議会の監視機能など議会機能との関係 

 (3)住民代表としての議員の役割 

 (4)現議員の意向 

 (5)報酬・政務活動費との関係 

Ⅱ(2)議会基本条例の内容は実現しているか 

  （議会基本条例に照らした評価） 

 (3)議員の処遇は十分か 

【現状に対する評価】 

３ 現状からの浜松市議会議員定数４６人に関する評価 
  

【市民意見・将来展望】 

４ 市民意見や将来展望について 

(1) 市民の反応 

 ・市議会・議員に対する市民の感情など 

  ※区協議会会長の意見や市民アンケート調査結果を基に評価する。 

Ⅰ(4)市民の意向  

 

(2) 将来展望 

 ・今後果たすべき議会の責務、これを踏まえた議会の目指す姿 
 ※人口減少、区ごとの将来推計人口、市民向けシンポジウム意見、議会基本条例を基に展望。 

Ⅱ(1)どのような議会を目指すか 

 (2)議会基本条例の内容は実現しているか 

  （議会基本条例を充足するため展望） 

【考察】 

５ 議員定数の考え方について 

 ・市議会の議員定数及び区ごとの議員定数 
  ※市の特性、人口減少や世論（市民感情）、公職選挙法の解釈を基に考察する。 
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